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薩摩川内市は、島しょ部（シマ）、沿岸部（ハマ）、市街地（マチ）、山間部・農村部（ヤマ・サト）など、多
様な地理的特性を有しており、それゆえ地域ごとに独自の課題が存在する。また、「エネルギーのま
ち」として多様なエネルギー資源が存在する。 

薩摩川内市とは 
さつ   ま  せん だい   し 

こしきしま 

山間部・農村部 
（ヤマ・サト） 

島しょ部 
（シマ） 

バイオマス 
（パルプ工場等） 

小水力発電 
（小鷹井堰※等） 

基幹エネルギー 
（川内火力・川内原子力） 

風力発電 
（里、高江・久見崎※ 等） 

市街地 
（マチ） 
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 データさつませんだい 

 １．人口：99,589人 

 （平成22年国勢調査） 

 ２．面積：約683.50k㎡ 

 （2004年合併を機に 

  県内市町村で最大） 

 ３．就労人口：44,886人 

 （平成22年国勢調査） 

 ４．65歳以上の割合： 

 約27% 

  （平成22年国勢調査） 

けどういん 

ひわき 

せんだい 

とうごう 

いりき 

基幹エネルギー 
（ガス供給施設） 

（注）※印は整備中 

さと 

かみこしき 

太陽光発電 
（寄田、隈之城※ 、港※等） 

しもこしき 

かしま 

沿岸部 
（ハマ） 



1．行動計画の趣旨 （1）目的 

①ビジョンにおいては、具体的な取り組み例として10テーマについて示し、 10
～20年後のありたい姿を「未来像」として示した。 

②ビジョンにおける未来像を実現させるための、「具体的な取り組み例」をさら
に詳細に示すことを目的とし、具体的なアクションプランとして「行動計画」を
策定する。 

③行動計画の策定に際しては、実効性を増していくことを重視し、社会トレンド
等を踏まえて適時変更させながらレベルアップ、そしてタイミングを見ながら
集中連射型で進めていくものである。 

④また、社会環境の変化等により、行動計画の進行が困難な状況に陥った場
合は、薩摩川内市次世代エネルギービジョン推進会議（仮）の判断を仰ぎつ
つ、継続の可否を検討する。 
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1．行動計画の趣旨 （2）基本的考え方 

①現実性・事業性がある10万都市のモデルの構築（環境配慮型都市の実現） 
ビジョンに記載している、薩摩川内市の基本的考え方や、本市の地域特性、地域資源を最大限活用し、現
実性・事業性がある10万都市の地域エネルギー政策のモデルとなる事業を整理したものとする。 

 ②政策の連動性と次世代エネルギーから見た解決策 
施策目的の着実な達成を図るため、「本市総合計画」等との整合性を確保しつつ、次世代エネルギーの観
点からの関連性や解決策を検討する。 

 ③市民生活の課題解決の仕組み 
市民生活における様々な課題解決に寄与する、次世代エネルギー利活用方策の検討と整理を行う。 

 ④地域の持続的経済発展への貢献 
市民生活の質の向上、産業振興、更には地域の活性化に貢献する次世代エネルギーの利活用方策（基
幹エネルギーの使い方を含む）や、事業管理の仕組みを作る。 

 ⑤施策の実効性と重点対応 
実施事業の効果や他の施策への波及効果等を勘案し、本市が抱える課題への対応とともに、地域特性、
課題、住民の意向を踏まえ、重点的に推進していくことも検討する。 
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○10年程度の時間軸を念頭に作成 
○実施に際し「ヒト」、「カネ」、「ワザ」の使い方検討 

 
1. ビジョン策定の背景と目的 

2. 我が国のエネルギー政策の改
革の方向性 

3. 薩摩川内市におけるエネル
ギー消費の現状と次世代エネ
ルギー導入可能性 

4. 次世代エネルギーを巡る市民
や企業の意識 

5. 薩摩川内市が抱える課題 

6. 次世代エネルギーを活用した
取り組みの方向性 

7. 具体的取り組み例 

8. ビジョンを踏まえた薩摩川内
市の未来像 

1．行動計画の趣旨 （3）ビジョンや未来像との関係 

薩摩川内市 
次世代エネルギービジョン 

 

行動計画（ビジョンとは別途検討） 

各テーマ 
との連動 

1 ．市民生活の快適性や市民意識等の向上 

2 ．関連産業の集積と産業活動の効率性等の向上 

3 ．次世代エネルギーの導入促進 

4 ．既存エネルギー源も含めたまちづくりにおける新しいエネルギーの使い方の浸透 4 

テーマ１  ：エネルギーの使い方に着目した高齢者等への生活支援
サービスの実現 

テーマ2  ：市民と地域の交流を促すスマートアクセスの実現 

テーマ3  ：エネルギーの使い方にも配慮した生活様式の確立 

テーマ4  ：エネルギーの市民意識の向上 

テーマ5  ：市民の活力によるエネルギーの自給自足モデルの構築 

テーマ6  ：市内資源を活用した地域型産業の振興 

テーマ7  ：本市農林水産力の向上 

テーマ8  ：本市特有の観光スタイルの創出と育成 

テーマ9  ：次世代エネルギーの効果的な導入に関する技術研究
及び仕組みづくり 

市民生活 

産業活動 

都市基盤 
整備 

別途、 
内容の 
詳細な 
検討 

未来像（ビジョンにて検討） － 10～20年後の未来 － 

テーマ10：立地環境等を踏まえたエネルギーの賢い使い方に関す
る仕組みづくり 




